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研究成果の概要 

動原体は、その構成因子がほぼ明らかになったが、その因子がどのように集合して巨大複合体

を形成するのか、不明である。深川らは、動原体構造が安定なものではなく、細胞周期の進行とと

もにダイナミックに構造変化を遂げることを提唱しているが、その分子機構や染色体分配機能との

関連は、わかっていない。また、一つの動原体には、数十コピーの複合体が存在し、それが一つの

動原体として機能している。これらのことは、再構成されたタンパク質複合体の構造解析のみでは、

動原体の機能解明は不十分であり、細胞内でダイナミックに変化する動原体構造に着目しなけれ

ばならないことを意味している。2023 年度は、深川らが、動原体内での結合タンパク質ネットワーク

の変化を調べた。これまでに、KNL2と CENP-Cとが間期とM期でCENP-Aヌクレオソームへの結

合を変化させていることを提唱した。本年度は KNL2 の CENP-A 結合領域へ変異を導入したタン

パク質を発現する細胞で染色体分配の異常が観察されることを明らかにした。また、KNL2 が

CENP-A の取り込みにどのように関与するのかについての解析も行い、CENP-C が KNL2 を介さ

ずに直接に HJURP と結合する可能性を示した 1)。さらに、動原体ユニット内の構造変化に加えて、

動原体ユニット同士の自己集合と染色体分配との関連についても継続で解析し、動原体タンパク

質の一つである CENP-Cの C末端領域に、自身を多量体化する能力があることを見出し、CENP-

C の多量体形成能に関わる領域を構造生物学的に明らかにした 2, 3)。広田らとは、超解像顕微鏡

観察やライブイメーシングで共同研究を行い、M期チェックポイントを解除して細胞分裂を進める背

景にあるキナーゼとフォスファターゼの制御について知見が得られた。鐘巻らは、改良型 AID シス

テムに対して、さらに検討を行い 4, 5)、AIDタグと Bromoタグを連結して用いることにより、より強力な

分解能を付与することが可能であることを見出した。 
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